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講
座

集団的自衛権
　　行使容認阻止!
　　残業代ゼロNO！
憲法改悪を許さない

国労東京　8.23 集会

国労東京 8.23集会

8月２３日（土） 14：00～
全水道会館(水道橋)
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甲府保技セ　中太さん

神奈川県労災職業病センター 池田さん
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国
労
加
入
を

大
胆
に
訴
え
よ
う

国
労
東
京
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
連
絡
会
準
備
会

は
、
七
月
一
六
日
に
、
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
連
絡

会
結
成
総
会
を
地
本
会
議
室
に
お
い
て

開
催
し
た
。
主
催
者
あ
い
さ
つ
で
は
、

武
田
準
備
会
会
長
か
ら
「
今
後
プ
ロ
パ

ー
採
用
の
皆
さ
ん
を
い
か
に
し
て
組
織

化
し
て
い
く
か
が
重
要
。
連
絡
・
交
流

に
集
中
し
て
職
場
末
端
の
声
を
集
約
し

て
い
き
た
い
」
な
ど
の
あ
い
さ
つ
が
さ

れ
た
。
続
い
て
東
京
地
本
鎌
田
委
員
長

か
ら
「
多
く
の
委
託
職
場
か
ら
、
労
働

条
件
改
善
・
職
場
改
善
・
制
度
改
善
な

ど
に
つ
い
て
声
が
あ
が
っ
て
い
た
が
、

東
日
本
本
部
と
連
携
し
、
今
年
５
月
１

日
に
労
働
協
約
が
締
結
さ
れ
た
。
今
日

　

東
京
地
方
本
部
は
、
七
月
一
二
日
に
北

区
岸
町
ふ
れ
あ
い
会
館
に
お
い
て
、
国
労

東
京
労
働
講
座
を
開
催
し
、
今
年
は
ア
ス

ベ
ス
ト
問
題
を
取
り
上
げ
た
。

　

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
は
、
稲
荷
副
委
員

長
か
ら
「
こ
の
間
、
新
入
社
員
か
ら
Ｊ
Ｅ

Ｓ
Ｓ
の
プ
ロ
パ
ー
社
員
、
退
職
が
近
い
年

配
者
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
が
国
労
に
加

入
。
職
場
で
の
活
動
や
前
向
き
な
姿
勢
な

ど
を
見
て
決
意
し
て
く
れ
た
。
も
う
ひ
と

踏
ん
張
り
し
て
職
場
か
ら
成
果
を
あ
げ
て

い
た
だ
き
た
い
。
川
崎
で
の
脱
線
事
故
や
、

協
力
会
社
の
方
が
亡
く
な
る
労
働
災
害
も

発
生
。
技
術
継
承
と
安
全
問
題
を
会
社
に

求
め
て
い
く
」
な
ど
の
あ
い
さ
つ
が
さ
れ
た
。

　

第
一
講
座
で
は
、「
国
鉄
・
Ｊ
Ｒ
に
お
け
る
石
綿

被
害
の
実
態
と
今
後
の
取
り
組
み
」
と
し
て
、
国
労

本
部
・
小
池
業
務
部
長
に
講
演
を
い
た
だ
い
た
。
そ

の
中
で
、「
二
〇
〇
五
年
の
定
期
全
国
大
会
で
ア
ス

ベ
ス
ト
対
策
の
方
針
を
決
定
し
、退
職
者
へ
の
周
知
、

Ｏ
Ｂ
会
と
の
連
携
強
化
、
健
康
被
害
調
査
、
Ｊ
Ｒ
・

鉄
道
運
輸
支
援
機
構
と
の
交
渉
、
厚
生
労
働
省
へ
の

要
請
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
た
。

現
時
点
で
認
定
被
害
者
が
四
〇
六
名
。
工
場
、
機
関

区
な
ど
検
修
職
場
が
多
い
が
、
駅
や
船
舶
、
自
動
車

で
も
発
生
。
退
職
者
へ
の
制
度
周
知
が
不
十
分
な
こ

と
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
・
東
海
以
外
は
社
内
に
通
達
文
書

も
出
し
て
い
な
い
事
、
役
所
の
制
度
は
全
て
、
自
分

が
申
請
し
な
い
と
救
済
さ
れ
な
い
事
、
今
で
も
古
い

車
両
か
ら
、
解
体
・
改
修
の
際
に
石
綿
が
見
つ
か
る

な
ど
問
題
が
多
い
」
な
ど
様
々
な
実
態
を
話
し
て
い

た
だ
い
た
。

　

第
二
講
座
は
、「
石
綿
健
康
管
理
手
帳
取
得
の
取

り
組
み
と
課
題
」
と
し
て
、
神
奈
川
労
災
職
業
病
セ

ン
タ
ー
の
池
田
常
務
理
事
に
講
演
を
い
た
だ
い
た
。

そ
の
中
で
「
ア
ス
ベ

ス
ト
が
原
因
で
起
き

る
病
気
は
悪
性
中
皮

腫
、
肺
が
ん
、
石
綿

肺
な
ど
。
吸
っ
て
か

ら
発
症
ま
で
三
〇
〜

四
〇
年
。
病
気
に
よ

り
認
定
基
準
が
違
う

こ
と
。
ア
ス
ベ
ス
ト

関
係
の
診
断
が
で
き

る
医
師
が
少
な
い
こ

と
。
働
い
た
の
が
旧

国
鉄
だ
け
の
方
の
証
明
は
鉄
道
運
輸
機
構
が
出
し
、

旧
国
鉄
〜
Ｊ
Ｒ
の
方
は
両
者
（
Ｊ
Ｒ
・
運
輸
機
構
）

が
協
議
。
現
在
、
国
労
と
退
職
者
会
が
中
心
に
、
健

康
管
理
手
帳
取
得
の
運
動
が
行
わ
れ
て
い
て
、
該
当

職
場
で
作
業
し
て
い
た
証
明
が
あ
れ
ば
、
都
道
府
県

か
ら
交
付
を
受
け
ら
れ
、
手
帳
が
あ
れ
ば
年
二
回
無

料
検
診
が
受
け
ら
れ
る
。
国
労
と
し
て
の
課
題
と
し

て
、
退
職
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
。
い
つ
、
ど
こ

で
ア
ス
ベ
ス
ト
が
使
わ
れ
て
い
た
か
の
情
報
の
共
有

化
」
な
ど
の
話
が
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
職
場
か
ら
と
い
う
事
で
、
工
場
や
検

修
職
場
か
ら
い
く
つ
か
の
報
告
を
い
た
だ
き
、
労

働
講
座
は
終
了
し
た
。

の
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
連
絡
会
の
発
足
と
合
わ
せ
て
、
運

動
強
化
へ
の
新
た
な
出
発
点
と
し
て
い
き
た
い
」

な
ど
の
あ
い
さ
つ
が
さ
れ
た
。
そ
の
後
来
賓
あ

い
さ
つ
と
し
て
、
東
日
本
本
部
佐
藤
書
記
長
か

ら
も
、
東
日
本
本
部
の
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
へ
の
取
り
組

み
が
報
告
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
司
会
の
粉
川
事
務
長
か
ら
こ
れ
ま
で

の
経
過
と
連
絡
会
の
役
割
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
、

続
い
て
全
体
交
流
の
中
で
、「
エ
リ
ア
エ
キ
ス
パ

ー
ト
社
員
は
完
全
に
時
給
の
社
員
で
、
福
利
厚
生

な
ど
無
し
、
昇
給
昇
格
も
無
し
、
退
職
金
も
無
し

で
、
月
に
四
日
は
公
休
で
、
勤
務
が
入
ら
な
い
日

は
単
な
る
休
み
と
な
る
。
新
た
な
差
別
が
生
ま
れ

て
い
る
」
な
ど
エ
リ
ア
エ
キ
ス
パ
ー
ト
社
員
の
問

題
が
報
告
さ
れ
、
神
奈
川
地
区
本
部
で
は
一
人
が

労
働
者
を
守
る
組

織
だ
と
国
労
に
加

入
し
た
事
も
報
告

さ
れ
た
。
ま
た
、

今
後
急
速
に
導
入

が
拡
大
し
そ
う
な

駅
遠
隔
操
作
シ
ス

テ
ム
の
問
題
も
多

く
報
告
さ
れ
た
。

最 

後
に
、
新
役

員
選
出
と
し
て
、

準
備
会
役
員
が
そ

の
ま
ま
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
連
絡
会
役
員
に
移
行
す
る
事
が
提

案
、
承
認
さ
れ
、
役
員
一
人
ひ
と
り
か
ら
自
己
紹
介

が
あ
り
、
最
後
に
閉
会
の
あ
い
さ
つ
を
兼
ね
て
武
田

新
会
長
か
ら
「
若
い
人
達
と
の
接
点
を
作
り
、
組
織

化
を
進
め
る
の
が
重
要
。
こ
の
間
培
っ
て
き
た
運
動

と
、
職
場
の
仲
間
た
ち
に
学
び
、
労
働
条
件
の
改
善

に
力
を
あ
わ
せ
て
い
き
た
い
」
な
ど
の
あ
い
さ
つ
が

さ
れ
、
結
成
総
会
は
終
了
し
た
。

8 月 5 日

八
王
子
地
区
本
部
は
、
七
月
一
二
日
に
八
王

子
労
政
会
館
に
お
い
て
、
組
織
拡
大
経
験
交
流
集

会
を
開
催
し
た
。

　

田
中
委
員
長
の
主
催
者
あ
い
さ
つ
、
地
本
小
澤

組
織
部
長
か
ら
来
賓
あ
い
さ
つ
の
後
、
各
分
会
か

ら
報
告
を
受
け
、
Ａ
駅
か
ら
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
プ
ロ
パ
ー

社
員
の
組
織
化
に
向
け
て
「
Ｇ
Ｓ
雇
い
止
め
の
プ

ロ
パ
ー
社
員
が
い
る
。
同
じ
仕
事
を
し
て
、
賃
金
・

昇
給
・
手
当
が
違
う
。
不
満
も
多
い
。
交
流
を
呼

び
か
け
、
参
加
し
て
も
ら
っ
て
い
る
」、
Ｂ
駅
か
ら

Ｇ
Ｓ
と
新
入
社
員
の
現
状
と
組
織
化
に
向
け
て
、

「
若
い
人
が
お
か
し
い
と
言
え
な
い
事
を
、
自
分

が
代
わ
り
に
言
っ
て
い
る
。
サ
ー
ビ
ス
残
業
は
し

な
い
等
、
若
い
社
員
に
話
を
し
て
、
仲
間
の
気
持

ち
を
大
切
に
し
て
い
る
」、
Ｃ
保
技
セ
か
ら
若
手
社

員
の
組
織
化
に
向
け
て
、「
若
手
社
員
と
い
ろ
い
ろ

話
す
が
、
組
合
と
会
社
の
関
係
な
ど
わ
か
ら
な
い
。

休
日
も
出
て
き
て
自
分
の
課
題
を
取
り
組
み
、
体

調
を
崩
す
人
も
」
な
ど
の
報
告
が
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
熊
田
組
織
部
長
か
ら
地
区
本
部
提
起
が

あ
り
、
昼
食
休
憩
後
、
分
散
交
流
会
が
行
わ
れ
、

さ
ら
に
議
論
が
さ
れ
た
。

　

分
散
交
流
会
報
告
の
あ
と
、
青
年
加
入
者
か
ら

の
近
況
報
告
と
訴
え
と
し
て
、「
本
部
や
他
支
部
の

交
流
会
に
参
加
し
た
。
い
ろ
ん
な
生
の
声
が
聞
け

る
し
、ま
た
、頑
張
ろ
う
と
い
う
気
持
に
な
る
」「
皆

さ
ん
に
面
倒
見
て
も
ら
お
う
と
は
思
っ
て
い
な
い
。

若
い
人
が
入
っ
て
来
た
時
に
、
い
ろ
い
ろ
話
せ
る

よ
う
に
勉
強
し

た
い
」「
人
間

関
係
を
作
り
、

職
場
で
の
不
平

不
満
を
解
消
さ

せ
る
の
が
労
働

組
合
。
そ
れ
を

感
じ
る
事
が
で

き
れ
ば
、
拡
大

に
繋
が
っ
て
く

る
の
で
は
」
な

ど
の
意
見
が
出

さ
れ
た
。
全
体

討
論
の
あ
と
、

横
森
書
記
長
か

ら
「
各
職
場
で

交
流
は
さ
れ
て

い
る
が
、
声
を

か
け
な
い
限

り
、
加
入
す
る

事
は
な
い
。
仲

間
や
組
織
に
自

信
を
持
と
う
。

職
場
で
運
動
を

し
て
い
る
の
は
国
労
だ
け
。
潜
在
能
力
・
変
わ

っ
て
い
け
る
力
、
培
っ
て
き
た
運
動
が
み
ん
な

に
あ
る
し
、
自
信
と
確
信
を
も
っ
て
国
労
加
入

を
呼
び
か
け
よ
う
！
」
な
ど
の
ま
と
め
が
さ
れ
、

最
後
に
井
上
副
委
員
長
の
閉
会
あ
い
さ
つ
・
団

結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
集
会
は
終
了
し
た
。
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当社保険に関するお問い合わせ・各種お手続き

【引受保険会社】
【取りまとめ先】

【募集代理店】アフラック東京第三法人営業部 アベニール株式会社
アベニール株式会社 東京営業所

初めて診断確定されたとき　　　       診断給付金

入院したとき　　　　　　　 　    　  入院給付金

通院したとき　　　　　　　　    　  通院給付金

手術したとき　　　　　　    　   手術治療給付金

プレミアサポート　  　訪問面談サービスと専門医紹介（このサービスは、株式会社法研が提供するサービスです）

AF007-2011-0186 4 月 25 日

（2011 年４月 1 日現在）◆月払保険料（団体取扱）
生きるためのがん保険 DAYS（デイズ）　スタンダードプラン
入院給付金日額 10,000 円　定額タイプ
保険料払込期間：終身（抗がん剤治療特約は１０年更新）

〈抗がん剤治療特約〉の更新後の保険料は更新時の年齢
・保険料率によって決まります。

10,000 円

10,000 円

20万円

20万円

１カ月 10万円

１カ月　5 万円

1 日につき

がんの場合
上皮内新生物の場合

1 日につき

1 回につき

1 回につき放射線治療を受けたとき　 　        放射線治療給付金

抗がん剤治療を受けたとき　

（上皮内新生物は対象外）　　
乳がん・前立腺がんのホルモン療法のとき

（すべての保険期間を通じ通算６００万円まで）

抗がん剤治療を受けた月ごとに

保険期間：終身（抗がん剤治療特約は 10 年更新）
契約年齢：０歳～８０歳スタンダードプラン　　　入院給付金日額 10,000 円の場合

一時金として 100 万円
一時金として　10 万円

◎詳しくは、パンフレット（契約概要）をご覧ください。

「がん」の保障《生きるためのがん保険Days（デイズ）》 「生きる」を創る。

抗がん剤治療給付金

男性
35 歳
3,656円

3,734円

5,608円

5,274円 6,864円 9,048円

9,360円 15,190円

45 歳 55 歳 65 歳

女性

電　話
JR 電話 ファックス

コールセンター 0120-5555-95 電　話 ファックス03-3437-6810 03-3437-6822 03-3806-9264
054-2548 03-3806-9275

歓
声
沸
く

　

国
労
東
京
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

許
さ
ず
!

　
川
内
原
発
再
稼
働

悪
法
阻
止
！

　
残
業
代
ゼ
ロ
法
案

尾
久
駅

連載企画
分会紹介

45

分会

準優勝 丹羽さん　優勝 山口さん　第３位 栗田さん
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六
月
二
八
日
午
後
、「
川
内
原
発
を
再
稼
働
さ

せ
る
な
！
さ
よ
う
な
ら
原
発
首
都
圏
大
行
進
」
の

集
会
が
、
東
京
明
治
公
園
で
行
わ
れ
、
雨
模
様
の

中
、
全
国
か
ら
五
、五
〇
〇
人
が
結
集
し
た
。

　

集
会
は
女
優
の
木
内
み
ど
り
さ
ん
の
司
会
で

進
め
ら
れ
、
鎌
田
慧
さ
ん
（
さ
よ
う
な
ら
原
発

一
〇
〇
〇
万
人
ア
ク
シ
ョ
ン
）、
伊
東
達
也
さ
ん

（
原
発
を
な
く
す
全
国
連
絡
会
）、
ミ
サ
オ･

レ
ッ

ド
ウ
ル
フ
さ
ん
（
首
都
圏
反
原
発
連
合
）
か
ら
の

挨
拶
が
さ
れ
た
。
経
済
評
論
家
の
内
橋
克
人
さ
ん

か
ら
「
日
本
は
多
く
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
保
有
し

て
い
る
。
原
発
を
存
続
さ
せ
る
こ
と
は
、
日
本
の

核
武
装
に
つ
な
が
る
」
と
訴
え
、
元
参
議
院
議
員

の
中
山
千
夏
さ
ん
は
「
女
性
は
も
っ
と
怒
り
ま
し

ょ
う
。
夫
や
恋
人
が
戦
場
に
駆
り
出
さ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
昔
は
労
働
組
合
は
怖
そ
う
で
嫌
い
だ
っ

た
。
今
は
も
っ
と
労
組
に
頑
張
っ
て
も
ら
い
た

い
」
と
檄
を
飛
ば
し
た
。

　

続
い
て
反
原
発
の
当
事
者
か
ら
の
訴
え
が
あ
り
、

大
飯
原
発
裁
判
か
ら
海
渡
弁
護
士
は
「
司
法
は
ま
だ

死
ん
で
い
な
い
。
大
飯
原
発
の
稼
働
よ
り
住
民
の
生

存
権
を
優
先
し
た
画
期
的
な
判
決
。
さ
ら
に
運
動
を

継
続
す
る
」
と
報
告
し
、
川
内
原
発
増
設
反
対
鹿
児

島
県
共
闘
会
議
・
野
呂
事
務
局
長
か
ら
は
「
県
知
事

は
多
く
の
反
対
署
名
や
反
対
の
声
に
一
切
耳
を
貸
さ

な
い
、
私
た
ち
の
前
に
姿
も
見
せ
な
い
」
と
行
政
を

痛
烈
に
批
判
し
た
。
福
島
か
ら
の
報
告
で
は
、「
原
発

い
ら
な
い
福
島
の
女
た
ち
」
の
人
見
や
よ
い
さ
ん
が

「
現
地
で
は
鼻
血
や
倦
怠
感
、
子
供
の
甲
状
腺
異
常
が

多
く
出
て
い
る
。
放
射
能
と
の
因
果
関
係
が
明
ら
か

で
は
な
い
と
い

う
理
由
で
対
策

が
取
ら
れ
て
い

な
い
」
と
政
府

の
対
応
に
不
満

を
表
明
し
た
。

　

集
会
終
盤
に

は
雨
も
上
が
り

そ
の
後
元
気
よ

く
青
山
、
原
宿
を

パ
レ
ー
ド
し
行

動
を
終
了
し 

た
。

東
京
地
方
本
部
は
七
月
四

日
に
、
東
京
ド
ー
ム
ボ
ウ
リ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
国
労

東
京
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開
催

し
た
。

　

組
合
員
や
家
族
な
ど
一
〇
〇

名
ほ
ど
の
仲
間
が
集
ま
り
、
お

お
い
に
盛
り
上
が
っ
た
大
会
と

な
っ
た
。
昔
取
っ
た
杵
づ
か

か
、
若
い
方
よ
り
年
配
者
の
方

が
、
上
手
な
人
が
多
く
見
受
け

ら
れ
た
。

総
合
成
績
・
個
人
の
部

優
勝　
　

山
口
秀
樹　
　

東
所
沢
電
車
区

準
優
勝　

丹
羽
昌
博　
　

十
日
市
場
駅

第
三
位　

栗
田
洋
一　
　

新
鶴
見
機
関
区

第
四
位　

末
吉
一
夫　
　

東
京
総
合
車
セ

第
五
位　

瀧
澤　

淳　
　

東
所
沢
電
車
区

総
合
成
績
・
団
体
の
部

優
勝　
　

東
所
沢
電
車
区
チ
ー
ム

準
優
勝　

新
鶴
見
機
関
区
チ
ー
ム

第
三
位　

横
浜
線
駅
チ
ー
ム

国
労
尾
久
駅
分
会
は
、
組
合
員
数
二
〇
名
で

改
札
職
場
の
三
名
以
外
の
ほ
と
ん
ど
の
組
合
は

構
内
三
詰
所
と
信
号
場
で
輸
送
業
務
に
従
事
し

て
い
ま
す
。
東
北
・
高
崎
・
常
磐
線
を
走
る
操

車
基
地
と
し
て
北
斗
星
や
カ
シ
ペ
ア
、
そ
の
他

に
も
六
五
五
系
「
和
み
」
の
入
換
や
上
野
駅
を

発
着
す
る
特
急
を
初
め
と
し
た
電
車
の
入
換
な

ど
に
従
事

し
て
い
ま

す
。
尾
久

車
両
セ
ン

タ
ー
・
田

端
運
転
所

に
も
隣
接

し
砕
石
な

ど
の
貨
車

の
配
置
も

あ
り
ま
す
。

以
前
は
、

年
配
者
の
多

七
月
一
七
日
、
日
本
労
働
弁
護
団
主
催
に
よ

る
「
残
業
代
ゼ
ロ
法
案
に
強
く
反
対
す
る
集
会
」

が
駿
河
台
の
連
合
会
館
で
開
催
さ
れ
、
多
く
の
市

民
や
労
働
者
が
結
集
し
た
。

　

集
会
で
は
、
主
催
者
を
代
表
し
て
高
木
幹
事
長

（
国
労
東
京
顧
問
弁
護
士
）
が
「
安
倍
政
権
は
労

働
の
分
野
に
お
い
て
も
、
し
つ
こ
く
攻
撃
し
て
い

る
。
し
か
し
、
有
期
雇
用
特
別
措
置
法
の
成
立
阻

止
や
、
労
働
者
派
遣
法
の
廃
案
な
ど
成
果
を
上
げ

て
き
た
。
た
だ
、
九
月
の
臨
時
国
会
に
は
再
び
こ

の
二
法
案
や
、
解
雇
の
金
銭
解
決
法
案
さ
ら
に
、

残
業
代
ゼ
ロ
法
案
な
ど
の
提
出
が
想
定
さ
れ
る
」

な
ど
の
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
。

　

続
い
て
夏
目
常
任
幹
事
が
「
今
の
政
権
は
労
働
法

制
を
根
本
か
ら
破
壊
す
る
こ
と
を
も
く
ろ
ん
で
い
る
。

労
制
審
で
審
議
す
る
内
容
は
、
法
定
労
働
時
間
の
適

用
除
外
を
い
か
に
増
や
す
か
が
目
的
。
今
回
の
残
業

代
ゼ
ロ
も
本
質
は
、
労
働
者
の
時
間
を
自
由
に
支
配

で
き
る
こ
と
に
あ
る
。
一
千
万
の
歯
止
め
が
言
わ
れ

て
い
る
が
、
決
ま
っ
て
お
ら
ず
、
財
界
は
四
百
万
ま

で
下
げ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
解
雇
の
金
銭
解
決

法
案
に
つ
い
て
も
、
裁
判
で
勝
ち
取
っ
た
解
雇
無
効

が
何
の
意
味
も
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
指
名
解
雇
が

当
た
り
前
に
な
っ
て
し
ま
い
、
労
組
つ
ぶ
し
に
も
利

用
さ
れ
て
し
ま
う
」
な
ど
の
訴
え
を
行
っ
た
。

　

そ
の
後
会
場
か
ら
の
発
言
に
入
り
、
過
労
死

遺
族
の
会
、
労
制
審
労
働
者
側
委
員
、
労
働
団

体
か
ら
連
合
、
全
労
連
、
全
労
協
か
ら
連
帯
の

挨
拶
、
各
単
組
か
ら
も
決
意
表
明
が
さ
れ
た
。

　

最
後
に
閉
会
の
挨
拶
を
日
本
労
働
弁
護
団

鵜
飼
会
長
が

行
い
、「
市
民

と
労
働
者
が

一
体
と
な
っ

た
取
り
組
み

が
求
め
ら
れ

る
。
悪
法
廃

案
に
向
け
頑

張
り
ま
し
ょ

う
」
と
集
会

を
締
め
く
く

っ
た
。

い
職
場
で
し
た
が
最
近
は
若
手
社
員
も
増
え
ま
し

た
。
夜
行
寝
台
の
廃
止
な
ど
に
よ
り
作
業
量
が
減

少
し
技
術
継
承
は
苦
労
し
て
い
ま
す
。
特
に
注
意

し
て
い
る
の
は
、構
内
作
業
で
あ
る
こ
と
か
ら「
怪

我
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
」
を
合
言
葉
に
、
日
夜

安
全
作
業
に
徹
し
て
い
ま
す
。

分
会
の
活
動
は
、
組
合
員
の
高
齢
化
が
進
む
中

で
も
尾
久
赤
羽
地
区
協
の
行
動
に
参
加
し
、
分
会

内
で
は
仲
間
が
集
ま
る
機
会
を
作
る
こ
と
が
大
切

と
、
温
泉
や
旅
行
、
分
会
交
流
会
な
ど
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
若
手
社
員
と
は
日
常
的
に
職
場
問

題
な
ど
を
話
し
合
い
、
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、

食
事
作
り
も
含
め
て
組
織
拡
大
に
も
つ
な
げ
て
い

こ
う
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

尾
久
駅
は
、
ダ
イ
改
の
た
び
に
ブ
ル
ト
レ
が
廃

止
さ
れ
作
業
が
減
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
東
北
縦

貫
線
の
開
業
、
北
海
道
・
北
陸
新
幹
線
開
業
が
職

場
に
ど
の
よ
う
に
影
響
す
る
の
か
不
安
で
す
。
組

合
員
の
要
求
を
聞
き
な
が
ら
運
動
の
前
進
に
努
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。


